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Summary 

To prevent the leakage of Radio Frequency wave (RF wave) during hyperthermia, magnetic material 

was used. A ferrite core in troidal shape as a magnetic material was put into the coaxial cable between 

Endoradiotherm100AR and internal applicater. About 3.5-4dB loss of leakage was obtained. 

This method might be effective for decreasing the leakage of RF wave. 
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はじめに

局所温熱療法施行時に生 じる高周波漏洩電流 に

対 し,市 販の磁性材料 を用いて,そ の防止 に対 し

てある程度の有効性が認められたので報告する.

方 法

平均体重 10.5 kg の 正常雄性 イヌを用 いネ ン

ブタール麻酔下に実験を行った.高 周波発生装置

としては Endoradiotherm100AR を使 用 した,本

装置は, 13.56 MHz の Radio Frequency Wave

(RF 波) を発 生し, Fig. 1 に示 す如 くイヌの直腸

内および下腹部 にアプリケータを装着 して加温を

行 った.出 力は 100W と し,本 体の反射電圧 を0 Fig. 1 RF heating system

59



Jpn. J. Hyperthermic Oncol. 8  (1) : 1992 日本ハ イパ ーサー ミア誌 8〔1〕(平 成 4 年)

－ 10 %に 可変した.漏洩電流の測定は,自作のダ

イオード検波器 と検波電流を読む電流計のみから

なる簡易電界強度計1)を用いた.漏 洩電流の測定

を施行した後,内 腔式アプリケータの被覆導線部

分,すなわち Fig. 1 の矢印の位置に環状のフェラ

イトコア (TDK 社製) を1個 直列に挿入し,再

び漏洩電流の測定を行い検討した.

結 果

自作の簡易電界強度計を用いて漏洩電流の測定

を行った結果,最 大70μAの 検波電流が得 られ,

ほぼ 7V / m 程度の漏洩の存在が確認された.磁

性材料を装着した後の計測では, Fig. 2 に示す如

く反射電圧が 0 % － 10 % の各条件 において約

3.5 － 4 dB の減衰が得られた.

考 察

温熱療法における高周波発生装置は,そ のほと

んどが半導体による電力増幅回路で構成されてお

り出力インピーダンスが固定になっている.そ の

ため,多 くの装置では,高 周波発生装置と同軸ケ

ー ブルの問に整合装置を設けて整合を行ってい

る.し かし,整 合装置は高周波発生装置の側から

みた整合を行っているのみであり 2),生体 と同軸

ケーブルの問の整合は不可能である.し たがっ

て,定 在波の出現は避けられず漏洩電流が増加す

る 3).こ の漏洩電流 は導線 の表面 を逆方向に流 れ

ることになる.そ こで,環 状の磁性材料に導線 を

通す ことにより導線表面のイ ンピーダ ンスを変化

させ漏洩電流を防止 しうるのではないかと考 えら

れた 4) 5).そ の結果,市 販の小型フェライ トコアを

1個 用 いたのみの検討ではあったが,約 4 dB (電

力 比 にして 60%)の 減 衰が得 られた ことは (

Fig. 2),充 分評価 に耐えうるもの と考 えられた.

しか し,そ の一方で磁性材料の規格,使 用数,使

用箇所 など今後,検 討すべき課題 も多 く残されて

Fig.  2 results
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いると思われた.

結 語

市販の磁性材料 を用いて温熱療法施行時の高周

波漏洩電流防止に対する検討 を行 った,本 検討で

は,約 3.5-4dB の減 衰が得られ,漏 洩電流 に対 し

て磁性材料の使用は有用 と思われた.
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